
平成29年度事務事業実績評価表
１ 事業概要 課名 保健課 事業No. 133

事務事業名 乳幼児保健事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続
開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 5 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
 6 「市民総健康」と「生涯現役」をめざす
   

分野別計画
 飯田市版総合戦略
  
  

法令・例規等
 母子保健法
 健康増進法
 飯田市授乳・育児相談助成事業実施要綱

事業目的
対象 子どもを産み育てることを望んでいる又は子育て中の市民

意図 ①乳幼児がその発達段階に応じて健全な育ちができる。
②子育てについての不安が軽減できる。

２ 事業内容

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・０～２か月乳児全員に対して保健師による家庭訪問を実施
しました。・乳幼児健診（股関節脱臼検診、４か月児、１歳
６か月児、３歳児）、相談（７か月児、12か月児、２歳児）
を実施し、保護者が子どもの発育や発達について客観的に確
認でき、育児の見通しを持てる機会としました。
・離乳食の前期と後期の時期に、調理実習も含めた離乳食講
座を開催しました。
・婚姻届時に、健康や妊娠出産に関する情報等を載せたパン
フレットを配布し、知識の啓発を行いました。
・助産師による出産後の授乳、育児及び産後の健康相談に係
る費用を助成し、不安感の軽減を図りました。

乳幼児保健事業補助員賃金 4,386
指導教材等消耗品 750
健診票、パンフレット等印刷製本費 1,095
通知郵送料 231
健診医師等委託料 6,581
授乳･育児相談助成事業委託料 1,404
幼児体重計他備品 206
  
  
  
その他の経費 184

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位 平成28年度
実績

平成29年度
実績

平成30年度
実績

平成31年度
実績

平成32年度
実績

乳幼児健診･相談実施回数 回 271 269    
離乳食講座実施回数 回 22 22    
乳幼児学級実施回数 回 653 567    
婚姻届時配布パンフレット配布数 部 90 700    
授乳･育児相談助成件数 件 285 702    

       
       
       

29年度
決算

(千円)

予算額 17,059 特定財源内訳及び補足事項
決算額 14,837 （国）子ども・子育て支援交付金　　（１／３） 23千円

（国）妊娠・出産包括支援事業補助金（１／２）800千円
（県）子ども・子育て支援交付金    （１／３）
（そ）講座受講者負担金　                    財源の

状況

国庫支出金 823
県支出金 33
地方債 0
その他 27
一般財源 13,954

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計 款 項 目

大
事
業

中
事
業

予算額 決算額 中事業名(科目名称)

1 1 4 1 2 11 1 10,766 9,486 乳幼児保健事業費

2 1 4 1 2 11 2 6,293 5,351 すこやか親子･子育て支援事業費

3          

4          

5          

6          

7          

振返り課題認識

・各種健診相談の受診率は95％以上を維持しています。保健センターの改修が終了し市内４会場で乳幼児健診相談が行われ
るようになりましたが、今後上郷公民館の建設に伴い、会場と該当地区の変更についての検討が必要です。・子どもへの対
応がわからない等子育てに不安を抱える親が増えている現状から、こども家庭応援センター専門職員との連携も重要です。
・妊娠期の支援が足りない現状がありこの時期の支援のシステム作りが必要です。

上記の課題解決
のための有効策

・上郷公民館の建設に伴い乳幼児健診会場および実施回数の検討を行います。・２歳児相談、３歳児健診での専門相談が充
実するよう専門職配置100％に向け、こども家庭応援センターと連携していきます。
・妊娠期の支援のため母子保健コーディネーターを配置します。

次年度に向けて
の取り組み

・母子保健コーディネーター（保健師）が全妊婦の妊娠届出時の受理及び面談を行い、支援が必要な人を確認し進行管理、
他機関との連携を行っていきます。
・家族等から十分な家事・育児等のサポートが受けられない産婦を、宿泊型の産後ケア事業へ繋げます。
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